
緒 言

「社会人基礎力」とは「前に踏み出す力」（アクショ
ン）、「考え抜く力」（シンキング）、「チームで働く力」
（チームワーク）の 3つの能力から構成されており、職
場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要
な基礎的な力として 2006年に経済産業省が提唱したも
のである（図 1）1）。

社会人基礎力の 3つの能力はさらに能力要素として細
分化されている。すなわち、「前に踏み出す力」は主体
性、働きかけ力、実行力の 3つの能力要素に、「考え抜
く力」は課題発見力、計画力、創造力の 3つの能力要素
に、「チームで働く力」は発信力、傾聴力、柔軟性、情
況把握力、規律性、ストレスコントロール力という 6つ
の能力要素に細分化されている。構成要素間の関連性、
産学連携の ProjectBased Learning（プロジェクトに基づ
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く学習：PjBL）の実践報告などから、これらの能力／
能力要素から社会人基礎力を把握できることが明らかに
されている2～4）。
この社会人基礎力という概念は、現代の社会環境に対
応し職場や地域社会などで求められる能力を明確化した
もので、教育現場へのフィードバックが期待されてい
る。実際、看護師、作業療法士や理学療法士課程の学生
教育などに、社会人基礎力という面からの評価を導入す
る試みがなされている4～8）。
歯科衛生士は職場や地域社会等で多様な人々と仕事を
行うことから、社会人基礎力は必須の要件となる。それ
ゆえ歯科衛生士の教育課程においては知識・技術の習得

とならんで、社会人基礎力を身につけさせることが必要
不可欠と考えられる。歯科衛生士の教育課程、学位授与
の方針にはすでに社会人基礎力の「前に踏み出す力」、
「考え抜く力」や「チームで働く力」に該当する内容の
ほとんどが盛り込まれてはいる9）ものの、これまでの歯
科衛生士教育の中では社会人基礎力という視点を欠いて
おり、現在までのところ、歯科衛生士教育に社会人基礎
力を導入するという試みはなされていない。
そこで本研究では、特に学生が実際の歯科衛生士業務
に初めて接する臨床実習に焦点を絞り、本学歯科衛生学
科生を対象に臨床実習前および 12週間の臨床実習後に
社会人基礎力に関するアンケート調査を行い、臨床実習

図 1 社会人基礎力
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前の学生の社会人基礎力の現状ならびに社会人基礎力育
成に関わる臨床実習の影響について検討した。

対象と方法

1．調査対象
本学歯科衛生学科 3年生（104名）を対象に、事前に

本研究の目的、方法等について説明し、質問紙を配布し
た。本研究では質問紙の提出をもって同意が得られたも
のとみなしたが、2回の調査に全て回答した学生 102名
を調査対象とした。なお、本研究は関西福祉科学大学倫
理委員会の承認を得て実施した（承認番号 17-04）。

表 1 社会人基礎力チェックリスト
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2．調査方法
本研究では、経済産業省の社会人基礎力自己分析シー
ト1）を参考に 12の能力要素に分けた自己記入式質問紙
を作成し、松谷ら6）の方法に準じて自己評価による調査
を行った（表 1）。
本研究では能力要素 12項目について、「5：期待され
る能力・行動の発揮度が抜群であり、模範となる（発揮
度 100％）」、「4：期待される能力・行動がほとんど申し
分なく発揮されていた（発揮度 90％程度）」、「3：期待
される能力・行動が概ね発揮されていて問題がなかった
（発揮度 60～70％）」、「2：期待される能力・行動が部分
的にしか発揮されず、やや問題があった（発揮度 40％
程度）」、「1：期待される能力・行動が全く発揮されず大
いに問題があった（発揮度 0％）」の 5段階の評価基準
を用いて回答を得た。また、分析においては 5段階のリ
ッカートスケールを用いた。
調査時期は、表 2に示した臨床実習の直前（平成 29

年 5月）および 12週間の臨床実習直後（平成 29年 9

月）の 2回とし、質問紙は一斉に配布し、一斉に回収し
た。

3．分析方法
本学歯科衛生学科の臨床実習では、学生により臨床実
習前半と後半で臨床実習先機関（大学附属病院あるいは
総合病院歯科）が異なり且つ実習前後半で入れ替わるこ
とから、松谷ら6）および藤島と梶田10）の報告と同様、臨
床実習前後（臨床実習直前および 12週間の臨床実習直
後）の結果を比較検討した。臨床実習前後での 12の能
力要素について Kolmogorov-Smirnov 検定による正規性
の検定を行った結果、「チームで働く力」の実習前が正
規近似できるのみで他は正規性がなかったことから、ノ
ンパラメトリック検定を使用した。臨床実習前後での 3

つの能力および 12の能力要素の差については、Wil-
coxon の符号付き順位検定および対応サンプルのスチュ
ーデント t 検定を行った。3つのサブスケール「前に踏

み出す力」、「考え抜く力」および「チームで働く力」の
関連性については Spearman の順位相関を用いて 3つの
サブスケール間の相関係数から検討した。なお統計解析
は SPSS（Statistics 23）を用いて行った。

結 果

1．臨床実習前後の社会人基礎力の能力、能力要素
社会人基礎力の 3つの能力について 12週間の臨床実

表 2 本学歯科衛生学科生の臨床実習

図 2 臨床実習前後の社会人基礎力の能力
図中＊は，臨床実習前と比較して有意に上昇が見られたこと
を示す（いずれも p＜0.001）．

図 3 臨床実習前後の社会人基礎力の能力要素（「前に踏み出
す力」）．

図中＊は，臨床実習前と比較して有意に上昇が見られたこと
を示す（いずれも p＜0.001）．

図 4 臨床実習前後の社会人基礎力の能力要素（「考え抜く
力」）．

図中＊は，臨床実習前と比較して有意に上昇が見られたこと
を示す（いずれも p＜0.001）．
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習前後で比較検討した結果、「前に踏み出す力」は実習
前 2.37±0.06（平均値±標準誤差）から実習後 3.84±
0.07へ、「考え抜く力」は実習前 2.39±0.07から実習後
3.48±0.06へ、「チームで働く力」は実習前 3.04±0.06
から実習後 3.97±0.06へといずれの能力についても臨床
実習後で有意に上昇を示すことが明らかとなった（いず
れも p＜0.001）（図 2）。
能力要素別に検討した結果からも、12の能力要素す
べてにおいて臨床実習後では臨床実習前と比較して有意
に上昇を示すことが明らかとなった（いずれも p＜
0.001）（図 3-5）。

2．3つの能力の関連性
3つの能力「前に踏み出す力」、「考え抜く力」および

「チームで働く力」をサブスケールとしてその関連性に

ついて臨床実習前および臨床実習後で比較検討した（表
3）。その結果、臨床実習前では「前に踏み出す力」－「考
え抜く力」間、「前に踏み出す力」－「チームで働く力」
間、「考え抜く力」－「チームで働く力」間の相関係数が
それぞれ 0.442、0.345、0.468で有意に相関性が認めら
れた（いずれも p＜0.01）。臨床実習後にも 3つのサブ
スケール間に有意に相関性が認められた（いずれも p＜
0.01）が、「前に踏み出す力」－「考え抜く力」間、「前に
踏み出す力」－「チームで働く力」間、「考え抜く力」－
「チームで働く力」間の相関係数はそれぞれ 0.652、
0.710、0.643と、臨床実習前のそれらと比較して高い値
を示すことが明らかとなった。

考 察

本研究では、本学歯科衛生学科 3年生を対象に臨床実
習前の学生の社会人基礎力の現状ならびに社会人基礎力
育成に関わる臨床実習の影響について検討した。臨床実
習は歯科衛生教育課程の集大成とも言えるもので、学生
でありながら実践の場に臨むという特殊な環境下での重
要な 12週間の実習であるが、一方で学生にとっては、
看護師教育における臨地実習と同様、「想定外・急変
時・未経験・標準的でない症例への対応」、「患者・家族
とのコミュニケーションの困難さ」、「他職種との協働へ
の戸惑い」などのリアリティショック11, 12）を経験する
可能性が高い。そのため、臨床実習後ではリアリティシ
ョックを克服した状態すなわち社会人基礎力が向上した
状態になるものと思われるが、歯科衛生士教育における

図 5 臨床実習前後の社会人基礎力の能力要素（「チームで働
く力」）．

図中＊は，臨床実習前と比較して有意に上昇が見られたこと
を示す（いずれも p＜0.001）．

表 3 3つの能力「前に踏み出す力」，「考え抜く力」および「チームで働く力」の単相関（順位相関）．
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社会人基礎力に関する先行研究はない。そこで本研究で
は経済産業省の社会人基礎力自己分析シート1）を参考に
自己記入式質問紙を作成し、臨床実習前の学生の社会人
基礎力の現状ならびに社会人基礎力育成に関わる臨床実
習の影響について松谷ら6）の方法に準じて検討した。
本研究の結果では、臨床実習前の学生の社会人基礎力
は「前に踏み出す力」の平均値は 2.37、「考え抜く力」
の平均値は 2.39、「チームで働く力」の平均値は 3.04で
あった（図 2）。対象は異なるが同様の質問紙を用いた
研究から、作業療法学科学生を対象とした場合6）平均値
で「前に踏み出す力」は 3.1、「考え抜く力」は 3.1、「チ
ームで働く力」は 3.3、文系短期大学生を対象とした場
合10）は平均値で「前に踏み出す力」は 3.59、「考え抜く
力」は 3.37、「チームで働く力」は 3.71であることが報
告されている。これらの学生と比較すると本研究での被
験者である本学歯科衛生学科生の 3つの能力はいずれも
低く、臨床実習前の時点では社会人基礎力の育成が十分
ではなかった可能性が示唆される。しかし、上記の作業
療法学科学生や文系短期大学生が同様の学外の実習後に
3つの能力の上昇がみられなかったことと対照的に、本
学歯科衛生学科生の 3つの能力は臨床実習後に有意に上
昇し、これらの学生の値を上回ることが明らかとなった
（作業療法学科学生、文系短期大学生の実習後の 3つの
能力はそれぞれ 3.0、3.0、3.2および 3.49、3.22、3.65）
（図 2）。このことは、「想定外・急変時・未経験・標準
的でない症例」、「患者・家族とのコミュニケーショ
ン」、「他職種との協働」といったリアリティショックに
関連した臨床実習期間中の経験が、本学歯科衛生学科生
の社会人基礎力の向上に大きく寄与する可能性を示唆す
る。さらに、能力要素別検討から、臨床実習が社会人基
礎力のすべての能力要素の育成に有効であることも強く
示唆された（図 3-5）。そこで 3つの能力「前に踏み出
す力」、「考え抜く力」および「チームで働く力」をサブ
スケールとしてその関連性について検討した結果、社会
人基礎力の 3つの能力は有意の関連性を示すこと、とく
に臨床実習後では相関性がさらに強くなることが明らか
となった（表 3）。
本研究結果から、本学歯科衛生学科生の臨床実習前の
社会人基礎力は低いものの、臨床実習を経験することに
より社会人基礎力の向上が図られることが明らかとなっ
た。しかし能力要素別に見れば上昇パターンが異なる可
能性も示唆されることから、今後も継続的に調査を行う

とともに、社会人基礎力を効率的に高める教育的介入方
法については能力要素別に詳細に検討する必要があるこ
とが強く示唆された。
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